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第７条（専有部分の範囲）の変更 

 

現行の管理規約 

第 7条（専有部分の範囲） 

対象物件のうち区分所有権の対象となる専有部分は、次の通りとする。 

一 住戸番号を付した住戸、分譲トランクルーム（以下「住戸部分」という。） 

二 店舗番号を付した店舗（以下「店舗部分」という。） 

 ２ 前項の専有部分を他から区分する構造物の帰属については、次の通りとする。 

  一 天井、床及び壁は、躯体部分を除く部分を専有部分とする。 

  二 玄関扉（扉枠を含む）は、錠及び内部塗装部分を専有部分とする。 

  三 窓枠、窓ガラス、シャッター、網戸及び面格子は、専有部分に含まれないものとする。 

 ３ 第 1項又は前項の専有部分の専用に供される設備のうち共用部分内にある部分以外のものは、

専有部分とする。ただし、セキュリティー設備（防災用感知器を含む）は、専有部分に含まれ

ないものとする。 

 ４ 玄関灯、冷暖房用室外機、等及びこれらの機器と専有部分の間に設置された配線、配管等の設

備は専有部分とする。 

変更案 ※太字下線部が変更箇所 

第 7条（専有部分の範囲） 

対象物件のうち区分所有権の対象となる専有部分は、次の通りとする。 

一 住戸番号を付した住戸、分譲トランクルーム（以下「住戸部分」という。） 

二 店舗番号を付した店舗（以下「店舗部分」という。） 

 ２ 前項の専有部分を他から区分する構造物の帰属については、次の通りとする。 

  一 天井、床及び壁は、躯体部分を除く部分を専有部分とする。 

  二 玄関扉（扉枠を含む）は、錠及び内部塗装部分を専有部分とする。 

  三 住戸部分の窓枠、窓ガラス、シャッター、網戸及び面格子は、専有部分に含まれないものと

する。 

四 店舗部分のシャッターは専有部分に含まれないものとする。 

五 店舗部分のシャッター内側の窓ガラス、窓枠及び窓の錠については、専有部分とする。 

 ３ 第 1 項又は前項の専有部分の専用に供される設備のうち共用部分内にある部分以外のものは、

専有部分とする。ただし、インターホン・セキュリティー設備（防災用感知器を含む）は、専

有部分に含まれないものとする。 

 ４ 玄関灯、冷暖房用室外機、等及びこれらの機器と専有部分の間に設置された配線、配管等の設

備は専有部分とする。 

 

 

２０２１年３月２８日（日） 

第３３回定期総会承認 
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第３６回定期総会承認（２０２４年３月２４日開催） 
 

改正前 改正後 

第２２条（敷地及び共用部分等の管理） 

３ 新設 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第２４条(必要箇所への立入り） 
４ 新設 
５ 第４項を 1項繰下げ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第３０条（修繕積立金） 

４ 新設 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第２２条（敷地及び共用部分等の管理） 

敷地及び共用部分等の管理については、管理
組合がその責任と負担においてこれを行う
ものとする。ただし、バルコニー等の管理の
うち、通常の使用に伴うものについては、専
用使用権を有する者がその責任と負担にお
いてこれを行わなければならない。また、専
用使用を行うものは、専用部分の使用及び管
理にあたって、管理組合の指示及び助言を遵
守しなければならない。 

２専有部分である設備のうち共用部分と構造
上一体となった部分の管理を共用部分の管
理と一体として行う必要があるときは、管理
組合がこれを行うことができる。 

３ 理事長は、災害等の緊急時においては、総
会又は理事会の決議によらずに、敷地及び共
用部分等の必要な保存行為を行うことがで
きる。 

 

第２４条 （必要箇所への立入り） 
前２２条により管理を行う者は、管理を行う
ために必要な範囲内において、他の者が管理
する専有部分又は専用使用部分への立入り
を請求することができる。 

２前項により立入りを請求された者は、正当な
理由がなければこれを拒否してはならない。 

３前項の場合において、正当な理由なく立入り
を拒否した者は、その結果生じた損害を賠償
しなければならない。 

４前３項の規定にかかわらず、理事長は、災害、
事故等が発生した場合であって、緊急に立ち
入らないと共用部分等又は他の専有部分に
対して物理的に又は機能上重大な影響を与
えるおそれがあるときは、専有部分又は専用
使用部分に自ら立ち入り、又は委任した者に
立ち入らせることができる。 

５立入りをした者は、速やかに立入りをした箇
所を原状に復さなければならない。 

 

第３０条（修繕積立金） 

管理組合は、各区分所有者が納入する修繕積
立金を積み立てるものとし、積み立てた修繕
積立金は、次の各号に掲げる特別の管理に要
する経費に充当する場合に限って取り崩す
ことができる。 
一 一定年数の経過ごとに計画的に行う修

繕 
二 不測の事故その他特別の事由により必

要となる修繕 
三 敷地、共用部分等の変更 
四 建物の建替えに係る合意形成に必要と

なる事項の調査 
五 その他敷地、共用部分等の管理に関し、

区分所有者全体の利益のために特別に



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
第３２条（使用料） 
駐車場等の使用料その他の敷地及び共用部分等に係
る使用料（以下「使用料」という。）は、管理費とし
て積み立てる。なお、使用料は一部を修繕積立金に充
当できるものとする。 
 

第３９条の２（役員の欠格条項） 

新設 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第４０条の２（利益相反取引の防止） 

新設 

 
 
 
 
 
 
 
 

第４４条（監事） 
２ 新設 
３～４ 1 項ずつ繰り下げ 
４ 改定 

３監事は、理事会に出席して、意見を述べるこ
とができる。 

５ 新設 

必要となる管理 
２前項にかかわらず、区分所有法第６２条第１
項の建替え決議（以下「建替え決議」という。）
又は建替えに関する区分所有者全員の合意
の後であっても、マンションの建替えの円滑
化等に関する法律（以下本項において「円滑
化法」という。）第９条のマンション建替組
合（以下「建替組合」という。）の設立の認
可又は円滑化法第４５条のマンション建替
事業の認可までの間において、建物の建替え
に係る計画又は設計等に必要がある場合に
は、その経費に充当するため、管理組合は、
修繕積立金から管理組合の消滅時に建替え
不参加者に帰属する修繕積立金相当額を除
いた金額を限度として、修繕積立金を取り崩
すことができる。 

３管理組合は、第１項各号の経費に充てるため
借入れをしたときは、修繕積立金をもってそ
の償還に充てることができる。 

４修繕積立金については、管理費とは区分して
経理しなければならない。 

 
第３２条（使用料） 
駐車場等の使用料は、５，０００，０００円を修繕
積立金に充当し、残額及びその他の敷地及び共用部
分等に係る使用料（以下「使用料」という。）は、
管理費として積み立てる。 
 

第３９条の２（役員の欠格条項） 

次の各号のいずれかに該当する者は、役員となる
ことができない。 
一 精神の機能の障害により役員の職務を適正に
執行するに当たって必要な認知、判断及び意思疎
通を適切に行うことができない者又は破産者で
復権を得ないもの 

二 禁錮以上の刑に処せられ、その執行を終わり、
又はその執行を受けることがなくなった日から
５年を経過しない者 

三 暴力団員等（暴力団員又は暴力団員でなくなっ
た日から５年を経過しない者をいう。） 

 
第４０条の２（利益相反取引の防止） 
役員は、次に掲げる場合には、理事会において、

当該取引につき重要な事実を開示し、その承認を受
けなければならない。 
一 役員が自己又は第三者のために管理組合と取
引をしようとするとき。 

二 管理組合が役員以外の者との間において管理
組合と当該役員との利益が相反する取引をしよ
うとするとき。 

  

第４４条（監事） 
監事は、管理組合の業務の執行及び財産の状
況を監査し、その結果を総会に報告しなけれ
ばならない。 

２監事は、いつでも、理事及び第４１条第１項
第二号に規定する職員に対して業務の報告
を求め、又は業務及び財産の状況の調査をす



 

６ 新設 
７ 新設 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第５７条（議決事項） 
八 新設 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第６７条（帳票類の作成、保管） 

２ 新設 
３ 新設 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ることができる。 
３監事は、管理組合の業務の執行及び財産の状
況について不正があると認めるときは、臨時
総会を招集することができる。 

４監事は、理事会に出席し、必要があると認め
るときは、意見を述べなければならない。 

５監事は、理事が不正の行為をし、若しくは当
該行為をするおそれがあると認めるとき、又
は法令、規約、使用細則等、総会の決議若し
くは理事会の決議に違反する事実若しくは
著しく不当な事実があると認めるときは、遅
滞なく、その旨を理事会に報告しなければな
らない。 

６監事は、前項に規定する場合において、必要
があると認めるときは、理事長に対し、理事
会の招集を請求することができる。 

７前項の規定による請求があった日から５日
以内に、その請求があった日から２週間以内
の日を理事会の日とする理事会の招集の通
知が発せられない場合は、その請求をした監
事は、理事会を招集することができる。 

 

第５７条（議決事項） 
理事会は、この規約に別に定めるもののほ
か、次の各号に掲げる事項を決議する 
一収支決算案、事業報告案、収支予算案及び
事業計画案 

二規約及び使用細則等の制定、変更又は廃止
に関する案 

三長期修繕計画の作成又は変更に関する案 
四その他の総会提出議案 
五第１７条に定める承認又は不承認につい
ての決議 

六第７０条に定める勧告又は指示等 
七総会から付託された事項 
八災害等により総会の開催が困難である場
合における応急的な修繕工事の実施等 

 

第６７条（帳票類の作成、保管） 

理事長は、会計帳簿、什器備品台帳、組合員
名簿及びその他の帳票類を作成して保管し、
組合員又は利害関係人の理由を付した書面
による請求があったときは、これらを閲覧さ
せなければならない。この場合において、閲
覧につき、相当の日時、場所等を指定するこ
とができる。 

２理事長は、第３５条第三号の長期修繕計画
書、同条第五号の設計図書及び同条第六号の
修繕等の履歴情報を保管し、組合員又は利害
関係人の理由を付した書面よる請求があっ
たときは、これらを閲覧させなければならな
い。この場合において、閲覧につき、相当の
日時、場所等を指定することができる。 

３理事長は、第５２条第３項（第５６条第２項
において準用される場合を含む。）、本条第１
項及び第２項並びに第７５条第２項及び第
４項の規定により閲覧の対象とされる管理
組合の財務・管理に関する情報については、



 

 
 
 
 
 
 
 

第７５条（規約原本等） 

４ 改定 

４区分所有者又は利害関係人の書面による請求
があったときは、理事長は、規約原本、規約
変更を決議した総会の議事録及び現に有効な
規約の内容を記載した書面（以下「規約原本
等」という。）の閲覧をさせなければならない。 

 

６ 改定 

６理事長は、所定の掲示場所に、規約原本等の
保管場所を掲示しなければならない。 

 

組合員又は利害関係人の理由を付した書面
による請求に基づき、当該請求をした者が求
める情報を記入した書面を交付することが
できる。この場合において、理事長は、交付
の相手方にその費用を負担させることがで
きる。 

 

第７５条（規約原本等） 

この規約を証するため、区分所有者全員が書
面に記名捺印した規約を１通作成し、これを
規約原本とする。 

２規約原本は、理事長が保管し、区分所有者又
は利害関係人の書面による請求があったと
きは、規約原本の閲覧をさせなければならな
い。 

３規約が規約原本の内容から総会決議により
変更されているときは、理事長は、１通の書
面に、現に有効な規約の内容と、その内容が
規約原本及び規約変更を決議した総会の議
事録の内容と相違ないことを記載又は記録
し、署名捺印した上で、この書面を保管する。 

４区分所有者又は利害関係人の書面による請
求があったときは、理事長は、規約原本、規
約変更を決議した総会の議事録及び現に有
効な規約の内容を記載した書面（以下「規約
原本等」という。）並びに現に有効な第１８
条に基づく使用細則及び第７３条に基づく
細則その他の細則の内容を記載した書面（以
下「使用細則等」という。）の閲覧をさせな
ければならない。 

５第２項及び前項の場合において、理事長は、
閲覧につき、相当の日時、場所等を指定する
ことができる。 

６理事長は、所定の掲示場所に、規約原本等及
び使用細則等の保管場所を掲示しなければ
ならない。 

 

 

 

 

改正前 改正後 

新設のため該当条文なし 

第７６条（書類の電磁的方法による提出） 
本規約、規程、細則、総会の決議（以下、本規

約等）に基づいて作成又は提出するもの、または
提出書式が本規約等で指定されているものにつ
いて、理事会の承諾がされた書類は電磁的方法で
作成または提出することもできる。 

・駐車場使用申込書兼契約書は、書式変更する場合があります。 

以上 


